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「発展研究」 ～学会チャレンジ～ １単位 

科科学学的的探探究究活活動動カカリリキキュュララムム 
主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび，，個個にに応応じじたた指指導導 

※TACT：Tamashima Action Challenge Thinkingの頭文字をとったもの 

・国際性育成講演会

・科学プレゼンテーション研修

（日本語・英語）

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲｴﾝｽｷｬﾘｱ研修 海外研修）

「ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽⅢ」 
１単位 

・社会への還元を意識  
した学術論文作成 
・発展サイエンス探究 

 
「ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽⅡ」 

３単位 
・研究俯瞰法を用いた 
  サイエンス探究 
（課題研究/安全倫理/発表）  

「ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽⅠ」 
３単位 

・体験を重視した実習 
（ｵﾑﾆﾊﾞｽ形式ﾕﾆｯﾄ学習） 

 
・情報基礎・実践 

「TACTⅢ」 １単位 
・進路実現により社会 
との共創を目指す 
「進路探究」 
・プレゼンテーション 
  の実践 

 
「TACTⅡ」１単位 
・社会の課題に取り 

組む「未来探究」 

・プレゼンテーション 
  の応用 

「TACTⅠ」３単位 
・フィールドワークに 
よる「地域探究」 
・ユニット学習 
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの基礎 
・情報基礎・実践 
 

地域社会の課題を発見 

研究成果を発信 

地域社会の課題を解決 

知知 識識 ・・ 技技 能能 

国国際際性性のの育育成成 

・瀬戸内マリンアクティビティ

（大学臨海実験所での探究活動）

・科学部メンターシップ

（研究者・技術者による指導・助言）

・溜川プロジェクト （地域貢献活動）

・サイエンスボランティア

（小中学生対象の科学実験講座）

・サイエンスキャンプ

（大学等研究施設での研究活動）

・ハイパーサイエンスラボ

（研究者による最先端の科学技術実習

と研究施設での研修）

地地域域連連携携・・高高大大接接続続 
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地域のリーダーとして活躍する科学技術系人材の育成

科学的マネジメント力
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化

「テクノサイエンス」理数科
学校設定科目

岡山県立玉島高等学校 スーパー サイエンス ハイスクール ＳＳＨ

テクノサイエンスⅠ

実験デザイン力を習得！
科学的な発想力を育てる！

アイデア発想実習

サイエンス探究実習

１年

テクノサイエンスⅡ

自分で課題を見つけ，
解決する力を育てる！

２年

県大会

サイエンス
ボランティアで

鍛えた発信力を活かして，大学での研究へ！

研究活動の体験から

大学で微生物の研究がしたい！素材の研究がしたい！

テクノサイエンスⅡ・課題研究から

高校での学びを活かし，
「発信力」を育成！

●「テクノサイエンスⅡ（２年生）」で取り組んだ課題研究の

成果を社会に還元することを意識して論文にまとめます。

●コンテスト等への投稿を目指す「論文チャレンジ」に全員で取り組み，「発信力」を育成します。●学会等

での研究発表を目指す「学会チャレンジ」や英語による発表を目指す「国際チャレンジ」に取り組むこともで

きます。●３年間のＳＳＨ事業における取組を振り返りまとめることで，高校での学びを大学に繫げます。

テクノサイエンスⅢ

活動の「ねらい」や
「育成した力」を理解して！

３年貴重な体験の「ねらい」
をしっかりと意識！

サイエンスボランティアの
学びから小学校で理科を教えたい！

令和元年度の主な挑戦
◎第６３回日本学生科学賞 岡山県審査 論文 優秀賞，奨励賞，論文応募１２本
◎高知大学 理工学部紀要 論文掲載 第２巻（2019年）No.８
◎第２１回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会 ポスター発表 優良賞３本
○2019年度 中国四国地区生物系三学会合同大会 広島大会 ポスター発表
○筑波大学 朝永振一郎記念第１４回「科学の芽」賞 論文応募２本

高校での学びを，大学での学びへ繫げる！
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１．教科「理数」学校設定科目「テクノサイエンスⅢ」の概要 

 

（１）ねらい 

「テクノサイエンスⅠ･Ⅱ」で取り組んできた探究活動のまとめの段階として、社会への還元を意識した研

究発表や論文発表等に取り組むことで、「発信力」を育成できる。そして、課題研究の成果を大学での研究

に繋げる取組を充実させることができる。「テクノサイエンスⅠ･Ⅱ」を踏まえた系統性のある３年間を通じた

探究活動によって「科学的マネジメント力」を育成することができる。 

  

（２）内容と方法 
理数科では、教科「理数」学校設定科目「テクノサイエンス」を設置し、３年間を通じた科学的探究活動カ

リキュラムを研究開発する。理数科の「テクノサイエンス」では科学的・工学的な体験を重視する。 
理数科１年生において、「テクノサイエンスⅠ」３単位を実施した。理数科２年生において、「テクノサイエ

ンスⅡ」３単位を実施した。理数科３年生において、「テクノサイエンスⅢ」１単位を実施した。 
 
◎理数科 教科「理数」学校設定科目「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ・Ⅲ」 
～研究俯瞰法を用いて探究活動を深化させ、高大接続に資する課題研究に発展させる～ 
科目名・対象・単位数 具体的な研究事項・活動内容 

テクノサイエンスⅠ 
理数科１年生 
（３単位） 

発想力及び実験デザイン力を育成するため、「オムニバス形式ユニット学習」の授
業展開を工夫している。第３期目で新たに導入した「サイエンス探究実習」の指導内
容と授業展開を改善し、２年生で取り組む「テクノサイエンスⅡ」への接続を工夫して
いる。 

テクノサイエンスⅡ 
理数科２年生 
（３単位） 

課題研究レベルの向上を目指して「研究週報」等のワークシートを開発し、「研究
俯瞰法」の研究を継続している。探究指導プログラム「課題研究指導ごよみ」を活用
して、指導の共有を図っている。地域の機関や大学との連携を強化し、外部指導の
機会を充実させている。 

テクノサイエンスⅢ 
理数科３年生 
（１単位） 

探究活動のまとめの段階として、研究成果の発信、校外での発表を行うことを重
視し、「テクノサイエンスⅠ･Ⅱ」を踏まえた系統性のある取組を研究している。高校で
の学びを大学での学びに繋げる実習のための指導資料を開発している。 

    

    探究活動のまとめの段階として、研究成果の発信・発表を行うことを重視し、「テクノサイエンスⅠ･Ⅱ」を

踏まえた系統性のある取組を研究した。高校の学びを大学への学びに繋げる実習のための指導資料を開

発した。学会や研究発表会等での発表を目指す「学会チャレンジ」やコンテスト等への研究論文の投稿を

目指す「論文チャレンジ」や国際大会につながるコンテスト等や英語での発表を目指す「国際チャレンジ」に

取り組む。 

「テクノサイエンスⅡ」の課題研究の成果を大学での研究に繋げることを目指して科学的探究活動カリキ

ュラムを研究・実践し、ルーブリックを活用しポートフォリオなどで多面的な学習評価を開発・実践している。 

  

（３）成果の検証 

   事後アンケートでは、「３年間の科学的活動を大学での学びに繋がることがわかった」75.7％、「３年間の

科学的活動を大学での学びに繋げようとする意識を高揚できた」69.7％、の肯定的な回答があった。具体

的な成果としては、「テクノサイエンスⅡ」で取り組んだ成果をまとめた論文を仕上げ、学会や研究発表会等

での発表に積極的に挑戦し入賞も果たした。 

［特例の内容と代替措置］ 

 

 

学科 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象 

理数科 テクノサイエンスⅢ １ 総合的な学習の時間 １ 第３学年 

［適用範囲］理数科第３学年を対象として実施 

［特例が必要な理由］ 

１、２年生の「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ」を生かした系統性のある科目を設置し、課題研究の成果を大学での研 

究に繋げる取組を充実させることができる。 
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表 学校設定科目「テクノサイエンスⅢ」年間指導計画 

設定 

理由 

及び 

目標 

○「理科」と「数学」及び「社会と情報」、「総合的な学習の時間」の目標を融合した学校設定科目とする。第 1 学年での「テクノ
サイエンスⅠ」、第２学年での「テクノサイエンスⅡ」との系統性のある科目を設置することで、探究活動の成果を大学での研究
に繋げる取り組みを充実させることができる。また、大学での学びや将来の生き方を考えさせ、職業観の育成を図る。 
○「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ」で実施した科学的探究活動の成果をもとに、自らの進路との関わりを踏まえながら研究の理解を深
め、自らのものとして表現できる「発信力」を養う。また、社会と科学技術との関わりを学ぶと共に、将来の職業に必要なキャリア
能力や、主体的、創造的、協働的に取り組む態度を育成する。 

内容 

及び 

指導 

方法 

 個に応じて、科学的な探究活動及びキャリア学習を実施する。第１、第２学年で実施した「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ」の取組をも
とに、客観的に捉え表現する能力や研究成果と自らの進路との関わりをふまえ、自分のものとして表現する「発信力」の育成を
目指す。      
○科学的な探究活動 
・「テクノサイエンスⅡ」において、グループで取り組んだ研究成果を、各個人の進路目標に関連させながらＡ４判１枚にまとめ
レポートを作成する。 
・「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ」等の各取組をレポートにまとめ発表する。 
・「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ」の成果を社会に還元することを意識して社会の諸問題について学び、問題解決の方法を探る。  
・「テクノサイエンスⅡ」の成果をまとめた論文をもとに、全国レベルのコンテストに応募する。   
○科学的なキャリア学習 
・「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ」で取り組んだ研究成果をもとに、将来の生き方を考え、職業観の育成に努めるための学習をする。ま
た、これらの活動を通して、自己を見つめ、具体的な進路を考える。 
・「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ」の取組と成果を振り返ることで、自己の将来設計をより明確にし、キャリアプランニング能力や社会形
成能力の育成を図る。 

教科名 科目名 単位数 学科・コース・類型 履修学年 
理数 テクノサイエンスⅢ １ 理数科 ３年生 

単元名 時数 形態 指導内容 指導上の留意点、教材等 

導入 
「テクノサイエンスⅢ」 

の説明 
1 一斉 

「テクノサイエンスⅢ」の目的と概要を理解させる。 「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を系統立った科学的
探究活動として扱う。「テクノサイエンスⅢ」はまとめ
の位置づけとする。 

探究
活動 

「サイエンス探究」 
個人版研究レポート 

の作成 
4 個人 

「テクノサイエンスⅡ」、特に「サイエンス探究（課題
研究）」の取組と成果を元に、生徒一人ひとりが自
分の活動を中心に、探究活動の内容・成果、自分
自身の役割・取組・成果を、Ａ４判用紙１枚のレポ
ートにまとめる。 

取組によって育成した力を意識させ、グループ内
の自分自身の活動をしっかりと理解して伝えること
ができるように振り返る。 

各活動の振り返り 4 個人 

１、２年生までの各活動について振り返り、活動内
容を説明できるように、各活動ごとにまとめさせる。 

・各活動の「ねらい」について振り返り、箇条書きで
１～２行程度でまとめさせる。 
・各活動の「内容」について振り返り、３点に絞らせ
箇条書き（各１～２行程度）にまとめる。 
・将来の進路と効果的に関連させ、具体的な体験
として意識させる。 

各活動レポートの作成 4 個人 

１、２年生まで各活動から１つ選び、その活動にど
のような目的を持ってのぞみ、どのような力が身に
ついたか（成長したか）に注目してＡ４判１枚のレ
ポートを作成させる。 

・各探究活動の内容、自分が何を考え取り組み、
どんな力を身につけることができたか１２０字程度
（３～４行程度）でまとめさせる。 
・自分の進路に関係する力の育成に関わる取組
や最も印象に残っている取組についても、１２０字
程度（３～４行程度）でまとめさせる。 
・各活動を振り返り、自らの将来を意識して、具体
的な体験を意識させる。 

キャリ
ア学
習 

自己分析レポート 
の作成 

4 個人 

将来の進路の理解を深め、各活動から身につ   
けた力を、将来どのように活かしていくのかを考え
させ、レポートにまとめさせる。 

・大学→学部→学科→研究室→教授のように、大
学での学びを、より深く掘り下げさせる。  
・各活動で身につけた力や貴重な体験を取り入れ
て、自らの進路との関連をまとめさせる。 

研究論文の深化 8 個人 

「テクノサイエンスⅡ」の論文をベースにして、国際
大会に繋がる「日本学生科学賞」または「ＪＳＥＣ」
等全国レベルのコンテストに向けて論文を仕上げ
させる。 

・より発展的な研究論文の執筆を通して、研究活
動への取組のノウハウの理解を深めさせる。 
・より発展的な研究論文の執筆を通して、大学で
の学びに対する理解を深めさせる。 

大学への学びに 
向けたキャリア学習① 

4 個人 
高校での科学的探究活動を進路実現に接続する
ための進路キャリア学習、及び課題対応能力を育
成するための課題学習。 

・課題解決の調べ学習にならないように留意し、
「発想力」「探究力」「発信力」を重視する。 

大学への学びに 
向けたキャリア学習② 

4 個人 
自分の進路に関連する分野について、科学技術
と社会との関わりや関連分野の諸問題について研
究し、解決に向けた自分の考えをまとめる。 

・大学での研究分野と自分の興味関心のある分野
をマッチングさせ、まとめさせる。 
･書くことによって自分の考えを深め、整理させる。 

まとめ まとめ 10 個人 １年間を振り返る。 各生徒ごとに、適性と志望する研究内容を踏まえ
て面談を取り入れる。 
  

  時数計 39 
 

  

備考 評価は、ルーブリックを活用し、アンケート・ポートフォリオ等で多面的に行う。 

＜学会や研究発表会への挑戦から見る生徒の変容＞ 

◎入賞数：【H29】０本→【R 元】３本 

                入賞実績 ◎高知大学理工学部紀要 研究論文 第２巻（2019年）No.8 掲載 

                        ◎読売新聞社 日本学生科学賞岡山県審査 優秀賞，奨励賞 

                        ◎中国四国九州地区理数科高等学校課題研究発表大会 優良賞 
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岡山県立玉島高等学校 理数科 学校設定科目「テクノサイエンスⅢ」（３年生１単位）

年間計画詳細

◎高校での科学的探究活動を大学での学び・研究に繫げる探究学習（高大接続的活動）

◎高校での科学的探究活動を進路実現に接続する科学技術系のキャリア学習

【学校設定科目オリエンテーション】

（１）「テクノサイエンスⅢ」のオリエンテーション（進路学習を含む）

□ＡＯ入試，推薦入試における一般的な説明を行う。

・入試の仕組み全般について説明する。

・学校長によって推薦される，自分が推薦するのではない。

・玉高の代表として推薦されることに，相応しくなる必要がある。

□理数科の先輩たちの実績をふまえて，ＡＯ入試，推薦入試に向けて求められる取組につ

いて説明を行う。

・例えば，香川大学創造工学部の先端マテリアル科学コース，建築・都市環境コースや

防災・危機管理コース，電気通信大学ＵＥＣパスポートプログラムコース，島根大学

教育学部自然環境教育専攻のＡＯ・推薦入試の特徴と違いについて説明する。

・近年，定員遵守の厳格化による私立大学の難化傾向，理数科・ＳＳＨでの本物の体験

を活かす学力の大切さを強調する。

・理系学部学科の推薦入試では，学科試験が実施され学力を問われる部分も多くある。

・プレゼンテーションは得意だと過信しないこと。折角，身につけ鍛えたプレゼンテー

ション力を十分に発揮するために，しっかりと内容をまとめておく必要がある。

□「テクノサイエンスⅢ」のねらいと今後の取組の流れについて説明する。

【個人版研究レポートの作成】

（２）個人版の「テクノサイエンスⅡ」のレポートをＡ４判１枚で作成する。

□２年生「テクノサイエンスⅡ」，特に「サイエンス探究（課題研究）」の取組と成果を元

に，生徒一人ひとりが自分の活動を中心に，探究活動の内容・成果，自分自身の役割・

取組・成果を，Ａ４判用紙１枚にまとめる。

□志望理由書や面接等で，グループ内の自分自身の活動をしっかりと理解して伝えること

ができるように振り返る。

【理数科・ＳＳＨの特色ある活動の振り返り】

（３）１，２年生までの理数科の活動について振り返り，活動内容を説明できるようにＡ４判

のレポートにまとめる。

□理数科，ＳＳＨの特色ある各活動の「ねらい」について振り返り，箇条書きで１～２行

程度でまとめる。

□理数科，ＳＳＨの特色ある各活動の「内容」について振り返り，箇条書きで３点（各１

～２行程度）にまとめる。

□志望理由書，自己アピール文等に効果的に取り入れたり，面接等での応答に具体的な体

験として取り入れるための候補を把握する。
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岡山県立玉島高等学校 理数科 学校設定科目「テクノサイエンスⅢ」（３年生１単位）

年間計画詳細

◎高校での科学的探究活動を大学での学び・研究に繫げる探究学習（高大接続的活動）

◎高校での科学的探究活動を進路実現に接続する科学技術系のキャリア学習

【学校設定科目オリエンテーション】

（１）「テクノサイエンスⅢ」のオリエンテーション（進路学習を含む）

□ＡＯ入試，推薦入試における一般的な説明を行う。

・入試の仕組み全般について説明する。

・学校長によって推薦される，自分が推薦するのではない。

・玉高の代表として推薦されることに，相応しくなる必要がある。

□理数科の先輩たちの実績をふまえて，ＡＯ入試，推薦入試に向けて求められる取組につ

いて説明を行う。

・例えば，香川大学創造工学部の先端マテリアル科学コース，建築・都市環境コースや

防災・危機管理コース，電気通信大学ＵＥＣパスポートプログラムコース，島根大学

教育学部自然環境教育専攻のＡＯ・推薦入試の特徴と違いについて説明する。

・近年，定員遵守の厳格化による私立大学の難化傾向，理数科・ＳＳＨでの本物の体験

を活かす学力の大切さを強調する。

・理系学部学科の推薦入試では，学科試験が実施され学力を問われる部分も多くある。

・プレゼンテーションは得意だと過信しないこと。折角，身につけ鍛えたプレゼンテー

ション力を十分に発揮するために，しっかりと内容をまとめておく必要がある。

□「テクノサイエンスⅢ」のねらいと今後の取組の流れについて説明する。

【個人版研究レポートの作成】

（２）個人版の「テクノサイエンスⅡ」のレポートをＡ４判１枚で作成する。

□２年生「テクノサイエンスⅡ」，特に「サイエンス探究（課題研究）」の取組と成果を元

に，生徒一人ひとりが自分の活動を中心に，探究活動の内容・成果，自分自身の役割・

取組・成果を，Ａ４判用紙１枚にまとめる。

□志望理由書や面接等で，グループ内の自分自身の活動をしっかりと理解して伝えること

ができるように振り返る。

【理数科・ＳＳＨの特色ある活動の振り返り】

（３）１，２年生までの理数科の活動について振り返り，活動内容を説明できるようにＡ４判

のレポートにまとめる。

□理数科，ＳＳＨの特色ある各活動の「ねらい」について振り返り，箇条書きで１～２行

程度でまとめる。

□理数科，ＳＳＨの特色ある各活動の「内容」について振り返り，箇条書きで３点（各１

～２行程度）にまとめる。

□志望理由書，自己アピール文等に効果的に取り入れたり，面接等での応答に具体的な体

験として取り入れるための候補を把握する。

【理数科・ＳＳＨの特色ある活動レポートの作成】

（４）１，２年生までの理数科の活動から１つ選び，その活動にどのような目的を持ってのぞ

み，どのような力が身についたか（成長したか）に注目してＡ４判１枚のレポートを作

成する。

□理数科，ＳＳＨの特色ある各活動について振り返った結果の中から１つ選び，探究活動

の内容，自分が何を考え取り組み，どんな力を身につけることができたか１２０字程度

（３～４行程度）でまとめる。

□１つの活動で満足せずに，自分の進路に関係する力の育成に関わる取組や最も印象に残

っている取組について，全部で３つ程度の活動の内容，自分が何を考え取り組み，どん

な力を身につけることができたか１２０字程度（３～４行程度）でまとめる。

□理数科の特色ある活動を振り返り，志望理由書，自己アピール文等に効果的に取り入れ

たり，面接等での応答に具体的な体験として取り入れて応答したりできるように把握す

る。

【志望理由書の作成】

（５）進学先の理解を深め，理数科の活動や「サイエンス探究（課題研究）」の活動から身につ

けた力を，進学先でどのように活かしていくのかを意識した志望理由を考える。

□大学→学部→学科→研究室→教授のように，進路希望の明確さと連動して，より深く掘

り下げて進路調べに取り組む。

□「サイエンス探究（課題研究）」や理数科，ＳＳＨの特色ある各活動で身につけた力や貴

重な体験を取り入れて，志望理由書（約１２００字程度）を書く。

□今現在，進路志望が明確でなくても，現段階で書ける程度内容の深さの志望理由書を書

く。志望理由書は何度書いてもよく，書き直した回数だけ仕上がっていくと考えること。

【研究論文の深化】

（６）「テクノサイエンスⅡ」や「発展研究」の論文をベースにして，国際大会に繋がる「日本

学生科学賞」または「ＪＳＥＣ」への応募に挑戦する。

□２年生の「テクノサイエンスⅡ」における「サイエンス探究（課題研究）」で作成した論

文や３年生で選択者が研究を続けた「発展研究」の成果を踏まえて，より洗練された論

文を執筆する。

□より発展的な研究論文の執筆を通して，研究活動への取組のノウハウの理解を深める。

□より発展的な研究論文の執筆を通して，大学での学びに対する理解を深める。

【進路キャリア学習】

（７）進路実現に必要な学習を行う

□高校での科学的探究活動を進路実現に接続するための進路キャリア学習，及び課題対応

能力を育成するための課題学習。
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テテククノノササイイエエンンススⅢⅢ

指導資料

①オリエンテーション

②研究レポートの書き方

③理数科・ＳＳＨの特色ある活動の振り返り

④理数科・ＳＳＨの特色ある活動のレポート

⑤理数科・ＳＳＨの特色ある活動
を大学での学びに繫げる志望理由
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岡山県立玉島高等学校 理数科 学校設定科目「テクノサイエンスⅢ」 科目オリエンテーション

３年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

１．学校設定科目「テクノサイエンスⅢ」について

テクノサイエンスⅠ ･･･本校オリジナルの実習「ロボティクスデザイン」「工学デザイン」等
オリジナル行事「科学プレゼンテーション研修」「サイエンスキャンプ」等

テクノサイエンスⅡ ･･･「サイエンス探究（課題研究）」を中心に，「研究施設訪問」
「ハイパーサイエンスラボ」「理数科交流会」「校内外の研究発表会」等

科学部（理数科全員入部） ･･･サイエンスフェア（一部の人は，「たまっこラボ」で活動）

発展研究 ･･･「サイエンス探究」をより発展的にしたもの。学会・研究発表会等に参加
ã

テクノサイエンスⅢ

ã

進路実現

２．一般的な「ＡＯ入試」「推薦入試」「一般入試」の違いについて（大学入試で考えると）
Ｑ１．国公立大学のＡＯ入試や推薦入試の日程を書き込んでみよう。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

ＡＯ入試
【出願資格】

･
･

推薦入試
【出願資格】

･
･

一般入試 ＣＴ 出願 ＣＴ

【出願資格】

･評定の制限なし 出願

･
試験

発表

手続
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３．理数科の先輩たちの「ＡＯ入試」「推薦入試」「一般入試」について（大学入試で見ると）
（１）ここ数年の先輩たちが合格した主な大学

平成２８年度卒 平成２９年度卒 平成３０年度卒

○九州大学 農学部 ○岡山大学 環境理工学部 ○岡山大学 工学部
○岡山大学 工学部 ○岡山大学 工学部 ○電気通信大学 情報理工学部
○長崎大学 水産学部 ○岡山大学 農学部 ○島根大学 生物資源学部

国立大学 ○島根大学 総合理工学部 ○香川大学 創造工学部 ○島根大学 教育学部
○島根大学 生物資源学部 ○香川大学 創造工学部
○愛媛大学 SS特別コース ○香川大学 農学部

○高知工科大学 システム工学群 ○大阪教育大学 教育学部
○高知工科大学 経済マネジメント学部

○岡山県立大学 情報工学部 ○北九州市立大学 国際環境学部 ○高知工科大学システム工学群
公立大学 ○高知工科大学 環境理工学部 ○兵庫県立大学 文学部 ○公立鳥取環境大学 環境学部

○静岡文化芸術大学 文化政策学部 ○都留文科大学 文学部

○岡山理科大学 理学部，工学部 ○岡山理科大学 工学部，生物地球学部 ○岡山理科大学 工学部，理学部，
○京都産業大学 経済学部 ○川崎医療福祉大学 医療福祉学部， 生物地球学部
○近畿大学 生物理工学部 医療技術学部 ○川崎医療福祉大学 医療福祉学部，

私立大学 ○川崎医療福祉大学 医療技術学部， ○就実大学 薬学部，文学部 リハビリテーション学部，医療マネジメン
医療マネジメント学部 ○日本体育大学 スポーツ文化学部 ト学部，医療技術学部
○駒澤大学 仏教学部 ○ノートルダム清心女子大学 文学部 ○立命館大学 総合心理学部
○東海大学 工学部 ○くらしき作陽大学 子ども教育学部 ○環太平洋大学 体育学部
○立命館大学 経済学部 等 等 ○くらしき作陽大学 食文化学部 等

（２）現在，志望する大学学部学科を受験する方法について
Ｑ２．受験方式の有無，専願・併願の別，選抜方法を書き込んでみよう。

Ａ Ｏ 入 試 推薦入試 Ａ Ｏ 入 試 推薦入試 一般入試 一般入試 一般入試

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 前期 中期 後期

実施の有無

CT要・不要

専願・併願

選抜方法

（３）課題研究で作った「ポスター」をそのまま使って受験する入試について

Ⅲ 実験結果

Ⅱ 実験方法

自作の炎光光度計を用いたアルカリ金属元素のスペクトル分析
～リチウムの定量～

岡山県立玉島高等学校 理数科 池田太一 小幡来豊 榊原奨 山形飛翔

指導者 村田好史 大下英一
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LLii ⇒⇒ NNaa ⇒⇒ KK のの順順にに溶溶出出すするる

ナナトトリリウウムムイイオオンンがが確確認認ででききたた分分取取液液

以以前前のの分分取取液液ををままととめめるる

加加熱熱しし水水分分をを蒸蒸発発ささせせ

LLiiフフララククシショョンン乾乾固固物物のの水水溶溶液液ととすするる
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リリチチウウムムの必要性が高まってきている

海水中のリリチチウウムムの存在を確認したい
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図図９９ 炎炎光光光光度度計計
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リチウム以外のアルカリ金属イオンの定量分析も可能である

・高高校校のの理理科科室室ににああるる実実験験器器具具を用いて実験を行った

塩生植物の「アッケシソウ」を用いる

更に発展させアルカリ金属イオンと糖分の関係性を調べる

・植物中のアルカリ金属イオン量を定量する

Ⅴ 今後の展望

５）炎色反応によるにがり中のリチウムイオンの定量分析
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３．理数科の先輩たちの「ＡＯ入試」「推薦入試」「一般入試」について（大学入試で見ると）
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・高高校校のの理理科科室室ににああるる実実験験器器具具を用いて実験を行った

塩生植物の「アッケシソウ」を用いる

更に発展させアルカリ金属イオンと糖分の関係性を調べる
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ごく微量に「塩化リチウム」が含まれていると仮定する

副産物である「にがり」を使用する
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塩化ナトリウム＋塩化カリウムの飽和溶液と仮定して
イオン交換クロマト実験のサンプル量を決定

塩塩化化ナナトトリリウウムム
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「炎色反応を小学生

にわかるように，

工夫して説明して

ください。」

理工系学部
化学生命工学の

AO・推薦入試の

面接の場合

「炎色反応の原理を

説明しなさい。」

理工系学部
先端マテリアル科学

の推薦入試の出願書類

の場合

高校で取り組んだ自由

研究（課題研究）を，

Ａ４判1枚のレポートに

まとめて事前提出。

テクノサイエンスⅢ

研究レポートの書き方

１．レポート作成に取りかかる前に確認しておくこと

（１）Ａ４判１枚にまとめる。

用紙Ａ４判縦，余白上下左右15mm，文字数48，行数52，本文の基本フォント

サイズ10.5とする。

（２）次の４つのポイントを意識して，明確にしてまとめる。

①どのような分野の研究で，興味を持ったきっかけ。

②先行研究や関連研究ですでにわかっていること。

③まだ，わかっていないこと。

④それを解決するためにアプローチする方法。

２．レポート作成で気を付けること

（１）レポートに相応しい文章で書く。

レポートは，内容を相手に伝えることが目的である。文章はできるだけ簡潔

にわかりやすく書くこと。曖昧でなく誤解がない文章で，客観的な事実と自分

の意見を明確に区別する。

（２）わかりやすい文章で書く。

できるだけ１つの文に１つの内容にして，ダラダラと何行にもわたる文章に

しない。主語と述語，修飾語と被修飾語の関係をしっかりと確認する。

３．レポートの書き方

（１）レポートの基本的な構成要素

構成は，タイトル（課題），著者名，要約，序論（はじめに），方法，結果，

考察，結論，参考文献となる。

（２）文体をそろえる。

文体は，「だ・である」調で書く。時制にも気を配ること。特に，実験方法

は，過去形と現在形が混じって書きやすいので，どちらかに統一すること。

（３）自分で書いた文章を，もう一度読み直す。

自分は，読まなくても内容を把握しているが，レポートは読み手に内容を正

確に伝えることが目的である。初めて読む読み手の立場になって，レポートを

読み直し，研究内容についても初めて読む人に理解できるか考えることが大切

である。

長い時間をかけて取り組んできた研究であればこそ，たくさんの実験を行い

話したい内容も一杯あるため，実験や事実の羅列にならないように気を付ける

ことが大切である。
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タイトル（ＭＳゴシック１４ポイント） 

 
岡山県立玉島高等学校  理数科 ３年  化楽 頑張郎 

 
１ 要約（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  私たちは，地域の課題である○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
 
２ 序論（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  溜川（ためがわ）は低平地を流れる緩流河川であり，○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
３ 方法（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

【仮説】 低温で炭化したコーヒー炭の吸着能は低いが，電子顕微鏡で○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイ

ント）           ○○○すれば，○○○        ○○○できると考えた。                     
  るつぼにコーヒー抽出残渣を入れ，○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
（１）酢酸５０mL と対象物１．０ｇを３０分間撹拌する。○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
（２）ろ過した後，ろ液を中和滴定○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
４ 結果（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 
  炭化する温度が、高温になるにつれて吸着能が高くなっ 

た。また、30分間炭化させた方が、吸着能が大幅に伸びる 

結果と○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
 
 
 
 

図４ 炭化温度・時間と吸着能の関係（コーヒー炭） 

                            （図タイトル ＭＳゴシック１０．５ポイント） 
 
５ 考察（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  電子顕微鏡による観察の結果では、低温で炭化したコーヒー炭にも活性炭と同じ様なマクロ孔やメソ孔

の構造があったので、高温で炭化する○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
 
６ 結論（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  高温(900℃・30 分)で炭化したコーヒー炭は、活性炭のような賦活という特殊な処理をしなくても高い

吸着能を示し○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
 
７ 参考文献（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  安部郁夫「活性炭の性能評価法」（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tanso1949/2002/204/2002_204_200/_pdf （参照 2018‐1‐4） 
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タイトル（ＭＳゴシック１４ポイント） 

 
岡山県立玉島高等学校  理数科 ３年  化楽 頑張郎 

 
１ 要約（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  私たちは，地域の課題である○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
 
２ 序論（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  溜川（ためがわ）は低平地を流れる緩流河川であり，○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
３ 方法（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

【仮説】 低温で炭化したコーヒー炭の吸着能は低いが，電子顕微鏡で○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイ

ント）           ○○○すれば，○○○        ○○○できると考えた。                     
  るつぼにコーヒー抽出残渣を入れ，○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
（１）酢酸５０mL と対象物１．０ｇを３０分間撹拌する。○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
（２）ろ過した後，ろ液を中和滴定○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
４ 結果（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 
  炭化する温度が、高温になるにつれて吸着能が高くなっ 

た。また、30分間炭化させた方が、吸着能が大幅に伸びる 

結果と○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
 
 
 
 

図４ 炭化温度・時間と吸着能の関係（コーヒー炭） 

                            （図タイトル ＭＳゴシック１０．５ポイント） 
 
５ 考察（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  電子顕微鏡による観察の結果では、低温で炭化したコーヒー炭にも活性炭と同じ様なマクロ孔やメソ孔

の構造があったので、高温で炭化する○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
 
６ 結論（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  高温(900℃・30 分)で炭化したコーヒー炭は、活性炭のような賦活という特殊な処理をしなくても高い

吸着能を示し○○○○○（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 
 
 
 
７ 参考文献（ＭＳゴシック１０．５ポイント） 

  安部郁夫「活性炭の性能評価法」（ＭＳ明朝１０．５ポイント） 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tanso1949/2002/204/2002_204_200/_pdf （参照 2018‐1‐4） 

テクノサイエンスⅢ

理数科・ＳＳＨの特色ある活動の振り返り

１．文字としてまとめることで，しっかりと振り返ることができる。

文字としてまとめるためには，活動についてしっかりと理解していないと書け

ない。文字としてまとめることで，曖昧でいい加減な部分をなくし頭の中をしっ

かりと整理することになる。書いた紙は，覚えるための原稿ではなく，頭で整理

した跡である。

２．各活動の実施日・期間，ねらい，概要を振り返りまとめる。

（１）「実施日・期間」を思い出し，時系列を明確にする。

自ら体験した活動をいつ取り組んだものか，明確に答えられるように振り返

り，すぐ答えられるぐらいに整理し直しておくことが大切である。

（２）「ねらい」を明確にし，箇条書きで１～２行でまとめる。

目的を持って取り組んだ活動であることを明確にすることが大切である。

ただの体験で終わらせることがないようにすること。ねらいを意識して取り組

むことが必要である。

（３）「概要」について要点を押さえて，箇条書きで３点にまとめる。

だらだらと書くのではなく，活動の内容を理解して，大切な点，特徴的な点

などについて，優先順位の高いものから３点に絞って，１項目について，１～

２行程度にまとめる。

３．進路関係で，ＡＯ・推薦入試における面接等での質問対応としてまとめる。

（１）調査書に記載されている学校設定科目「テクノサイエンスⅠ・Ⅱ・Ⅲ」につい

て，活動概要等を質問されることがある。

本人が，学校設定科目のねらい，概要等を意識し，理解して，主体的に取り

組んでいることが大切である。

（２）調査書に記載されている「活動の記録」等の欄に記載されている様々な活動に

ついて質問されることがある。

本人が，主体的に取り組んだ活動の概要やその活動によって身に付く力につ

いて，意識し理解して取り組んでいることが大切である。
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４．次の各項目について，文字としてワープロソフトで入力してまとめる。

【全員】

□学校設定科目「テクノサイエンスⅠ」

□学校設定科目「テクノサイエンスⅡ」

□学校設定科目「テクノサイエンスⅢ」

□科学プレゼンテーション研修

□サイエンスキャンプ

□ハイパーサイエンスラボ

□研究施設体験研修

□

【該当者】

□サイエンスボランティア

□溜川プロジェクト

□瀬戸内マリンアクティビティ

□発展研究

□論文応募

□学会発表会

□科学部メンターシップ

□

【様式】

テクノサイエンスⅢ ～理数科・ＳＳＨの特色ある活動の振り返り～

岡山県立玉島高等学校 ３年Ｒ組●●番 氏名 化楽 頑張郎

（１）学校設定科目「テクノサイエンスⅠ」

①実施日・期間：１年次

②ねらい：●●～

③概要：・●●～

・●●●～

・●●●●●～

（２）サイエンスボランティア

①実施日・記述：平成●●年●●月●日

☆提出日：次回のテクノサイエンスⅢの終了時，プリントアウトしたものを提出
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４．次の各項目について，文字としてワープロソフトで入力してまとめる。

【全員】

□学校設定科目「テクノサイエンスⅠ」

□学校設定科目「テクノサイエンスⅡ」

□学校設定科目「テクノサイエンスⅢ」

□科学プレゼンテーション研修

□サイエンスキャンプ

□ハイパーサイエンスラボ

□研究施設体験研修

□

【該当者】

□サイエンスボランティア

□溜川プロジェクト

□瀬戸内マリンアクティビティ

□発展研究

□論文応募

□学会発表会

□科学部メンターシップ

□

【様式】

テクノサイエンスⅢ ～理数科・ＳＳＨの特色ある活動の振り返り～

岡山県立玉島高等学校 ３年Ｒ組●●番 氏名 化楽 頑張郎

（１）学校設定科目「テクノサイエンスⅠ」

①実施日・期間：１年次

②ねらい：●●～

③概要：・●●～

・●●●～

・●●●●●～

（２）サイエンスボランティア

①実施日・記述：平成●●年●●月●日

☆提出日：次回のテクノサイエンスⅢの終了時，プリントアウトしたものを提出

テクノサイエンスⅢ

理数科・ＳＳＨの特色ある活動のレポート作成

理数科・ＳＳＨの特色ある活動から１つ選び，その活動にどのような目的を持っ

てのぞみ，どのような力が身についたか（成長したか）に注目して，レポートを作

成する。３回繰り返し３つの活動についてまとめる。

１．文字としてまとめることで，しっかりと振り返ることができる。

文字としてまとめるためには，活動についてしっかりと理解していないと書け

ない。文字としてまとめることで，曖昧でいい加減な部分をなくし頭の中をしっ

かりと整理することになる。書いた紙は，覚えるための原稿ではなく，頭で整理

した足跡である。

２．理数科，ＳＳＨの特色ある活動を３つの観点から自分の成長に結びつける

（１）志望学部・学科で生きる力の育成に繋がった活動を文章にする。

各活動の中から志望学部・学科で生きる力の育成に繋がった活動を１つ選

ぶ。活動の内容，自分が何を考え取り組み，どんな力を身につけることができ

たか，２３０字程度（６～７行程度）の文章にまとめる。

（２）最も印象に残っている活動を文章にする。

貴重な活動の中から貴重な体験を見逃さないために，自分が最も印象に残っ

ている活動について，活動の内容，自分が何を考え取り組み，どんな力を身に

つけることができたか２３０字程度（６～７行程度）の文章にまとめる。

（３）志望大学・学部の求める力の育成に繋がった活動を文章にする。

各活動の中から志望大学・学部の求める力の育成に繋がった活動を１つ選

ぶ。活動の内容，自分が何を考え取り組み，どんな力を身につけることができ

たか，２３０字程度（６～７行程度）の文章にまとめる。

３．大学教育へ接続する，高校教育における科学的な活動を意識する

（１）高校から大学への接続を意識する。

「大学にどうして入りたいのか。」，「大学で何を学びたいのか。」，「大学を卒

業後，社会にどう貢献したいのか。」を，理数科やＳＳＨの特色ある活動と結び

つけて系統的にまとめる。
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（２）志望理由書，自己アピール文等に効果的に取り入れることを意識する。

志望理由書，自己アピール文等に効果的に取り入れたり，面接等での応答に

具体的な体験として取り入れて応答できるように把握する。

４．３つの活動について，文字としてワープロソフトで入力してまとめる。

【様式】

テクノサイエンスⅢ ～理数科・ＳＳＨの特色ある活動のレポート～

岡山県立玉島高等学校 ３年Ｒ組●●番 氏名 化楽 頑張郎

（１）自分の進路で生きる力の育成に繋がった活動

①活動名：●●～

②育成した力と進路との接続：

●●●～

（２）最も印象に残っている活動

①活動名：●●～

②育成した力と進路との接続：

●●●～

（３）志望大学・学部の求める力の育成に繋がった活動

①活動名：●●～

②育成した力と進路との接続：

●●●～

☆提出日： 月 日のテクノサイエンスⅢの終了時，プリントアウトしたものを提出
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（２）志望理由書，自己アピール文等に効果的に取り入れることを意識する。

志望理由書，自己アピール文等に効果的に取り入れたり，面接等での応答に

具体的な体験として取り入れて応答できるように把握する。

４．３つの活動について，文字としてワープロソフトで入力してまとめる。

【様式】

テクノサイエンスⅢ ～理数科・ＳＳＨの特色ある活動のレポート～

岡山県立玉島高等学校 ３年Ｒ組●●番 氏名 化楽 頑張郎

（１）自分の進路で生きる力の育成に繋がった活動

①活動名：●●～

②育成した力と進路との接続：

●●●～

（２）最も印象に残っている活動

①活動名：●●～

②育成した力と進路との接続：

●●●～

（３）志望大学・学部の求める力の育成に繋がった活動

①活動名：●●～

②育成した力と進路との接続：

●●●～

☆提出日： 月 日のテクノサイエンスⅢの終了時，プリントアウトしたものを提出

テクノサイエンスⅢ

理数科・ＳＳＨの特色ある活動を大学での学びにつなげる志望理由

志望校の理解を深め，理数科・ＳＳＨの特色ある活動を通して成長してきた自分と志望校

を結びつけ，高校教育で学び身につけた能力を，進学先でどのように活かしていくかを意識

した志望理由を考える。この活動を通して，自分と志望校とのマッチングを確認することで，

進学後の活躍に自信をもてるようになって欲しい。推薦・ＡＯ入試では勿論のこと，特に入

試までの期間が長い，一般入試において受験勉強に専念できる強い志望を築く。

１．文字としてまとめることで，しっかりと振り返ることができる。

文字としてまとめるためには，活動についてしっかりと理解していないと書けない。文字

としてまとめることで，曖昧でいい加減な部分をなくし頭の中をしっかりと整理することに

なる。書いた紙は，覚えるための原稿ではなく，頭で整理した足跡である。

２．志望校・学部・学科を知る

（１）アドミッション・ポリシーを調べ，その本質を理解する。

アドミッション・ポリシーとは，志望校・学部・学科の入学者の受け入れ方針をま

とめたものである。「どのような学生を求めているか。」という受け入れの方向性が明

記され，進学先で向上させる力や入学者に求める能力を伝える役割をもっている。

アドミッション・ポリシーを調べ，その本質を理解するために，募集要項，大学案内

やホームページ等で調べた内容を丸写しするのではなく，ポイントを読み取り，内容毎

に１～２行程度にまとめる。

á高校で取り組んだ学習や活動等で学んだことや手に入れた能力とのつながりを探る。

（２）カリキュラム・ポリシーを調べ，その本質を理解する。

カリキュラム・ポリシーとは，志望校・学部・学科の教育上の目的を達成するため

の具体的な教育内容の方針をまとめたものである。「どのような教育内容」を，「どの

ような方法」で実施し，「どのように評価」するのか具体的に明記している。

カリキュラム・ポリシーを調べ，その本質を理解するために，募集要項，大学案内や

ホームページ等で調べた内容を丸写しするのではなく，ポイントを読み取り，内容毎に

１～２行程度にまとめる。

á他校の同様学部・学科ではなく，どうしてこの学校で学びたいかとのつながりを探る。
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（３）ディプロマ・ポリシーを調べ，その本質を理解する。

ディプロマ・ポリシーとは，志望校・学部・学科の卒業認定や学位授与の方針をま

とめたものである。進学先が自信をもって社会に送り出せる人材の基準といえる。

ディプロマ・ポリシーを調べ，その本質を理解するために，募集要項，大学案内や

ホームページ等で調べた内容を丸写しするのではなく，ポイントを読み取り，内容毎に

１～２行程度にまとめる。

á将来，進学先を卒業後に，地域や社会にどう貢献したいかとのつながりを探る。

３．高校生である自分と志望校（大学等の上級学校）を接続する志望理由を考える

（１）書かれている内容に一貫性のある志望理由を書く。

「志望校にどうして入りたいのか。」，「志望校で何を学びたいのか。」，「志望校を卒業

後，社会にどう貢献したいのか。」の３つが一貫性をもった内容であること。

更に，理数科やＳＳＨの特色ある活動を通して成長した自分とを結びつけてまとめる。

（２）志望理由書の基本的構成を意識して，８００字程度で一度書いてみよう。

序論 □進学したい学部・学科とそこで学びたい内容

○何を学ぶために，その学部・学科を志望するのか。

○志望する学部・学科は，他の大学・学校にもあるのに，なぜ，この大学・学

校を志望するのか。

本論 □志望のきっかけや動機

○理数科・ＳＳＨの特色ある活動を振り返り，印象に残っている活動等「学び

たいと思ったきっかけ」，貴重な体験や活動から身につけた能力「自分の適

性」から，序論で述べた「学びたい内容」の理由を具体的に書く。

□学びたいことと社会との関わり

○現代社会が抱える課題または地域の課題に，「学びたい内容」がどのように

関わっているのか述べる。

○課題解決のために，どうしたいかについて述べる。

□なぜその志望校なのか

○志望校のカリキュラムや学習内容をもとに，志望校でどのように学びたいの

かを具体的に述べる。

○自分のやりたいことを実現するためには，どうしてもこの大学・学校でなけ

ればならない理由をアピールする。

結論 □もう一度，進学したい学部・学科とそこで学びたい内容を述べる。
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（３）ディプロマ・ポリシーを調べ，その本質を理解する。

ディプロマ・ポリシーとは，志望校・学部・学科の卒業認定や学位授与の方針をま

とめたものである。進学先が自信をもって社会に送り出せる人材の基準といえる。

ディプロマ・ポリシーを調べ，その本質を理解するために，募集要項，大学案内や

ホームページ等で調べた内容を丸写しするのではなく，ポイントを読み取り，内容毎に

１～２行程度にまとめる。

á将来，進学先を卒業後に，地域や社会にどう貢献したいかとのつながりを探る。

３．高校生である自分と志望校（大学等の上級学校）を接続する志望理由を考える

（１）書かれている内容に一貫性のある志望理由を書く。

「志望校にどうして入りたいのか。」，「志望校で何を学びたいのか。」，「志望校を卒業

後，社会にどう貢献したいのか。」の３つが一貫性をもった内容であること。

更に，理数科やＳＳＨの特色ある活動を通して成長した自分とを結びつけてまとめる。

（２）志望理由書の基本的構成を意識して，８００字程度で一度書いてみよう。

序論 □進学したい学部・学科とそこで学びたい内容

○何を学ぶために，その学部・学科を志望するのか。

○志望する学部・学科は，他の大学・学校にもあるのに，なぜ，この大学・学

校を志望するのか。

本論 □志望のきっかけや動機

○理数科・ＳＳＨの特色ある活動を振り返り，印象に残っている活動等「学び

たいと思ったきっかけ」，貴重な体験や活動から身につけた能力「自分の適

性」から，序論で述べた「学びたい内容」の理由を具体的に書く。

□学びたいことと社会との関わり

○現代社会が抱える課題または地域の課題に，「学びたい内容」がどのように

関わっているのか述べる。

○課題解決のために，どうしたいかについて述べる。

□なぜその志望校なのか

○志望校のカリキュラムや学習内容をもとに，志望校でどのように学びたいの

かを具体的に述べる。

○自分のやりたいことを実現するためには，どうしてもこの大学・学校でなけ

ればならない理由をアピールする。

結論 □もう一度，進学したい学部・学科とそこで学びたい内容を述べる。

（３）次の項目を，志望理由書に効果的に取り入れることを意識する。

□志望校の先生に，いっしょに研究したいと思わせる。

□入学後，きちんと学べる人物であることを伝える。

□卒業後に活躍できる人物であることを伝える。

□自分のアピールできることを伝える。

□面接で，興味を持ってもらえること。

□高校生なのに，よく研究している。

（４）志望理由書を書くときに気をつけること。

□志望理由書に大学側が求めている内容を確認する。よく確認し思い込みで書かないこと。

例）香川大学創造工学部 推薦入試Ⅱ 志望理由書 の場合

「あなたは，なぜ香川大学に入学しようと思いましたか。創造工学部では何を勉強

し，それを大学卒業後の人生でどのように生かしたいと考えていますか。」

□無難にありふれた内容の志望理由書で満足しないこと。

「面接で聞かれたら困るから。」，「よくわからないから，あまり深く書かない。」で

は弱すぎる。面接で聞かれたら困るなら，今からでもよく調べ研究し学ぶことで成長す

ること。よくわからないなら，徹底的に調べること，誰でも簡単に調べられることで満

足しない。それらができると，高く評価される。
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４．志望理由書について，文字としてワープロソフトで入力してまとめる。

【様式】１枚目

テクノサイエンスⅢ ～志望理由書①～

岡山県立玉島高等学校 ３年Ｒ組●●番 氏名 化楽 頑張郎

（１）志望校・学部・学科

●●大学 ●●学部 ●●学科

（２）志望校・学部・学科を知る

①アドミッション・ポリシー

◎ ●●～

◎ ●●●～

◎ ●●●～

②カリキュラム・ポリシー

◎ ●●～

◎ ●●●～

③ディプロマ・ポリシー

◎ ●●～

◎ ●●●～

【様式】２枚目

テクノサイエンスⅢ ～志望理由書②～

岡山県立玉島高等学校 ３年Ｒ組●●番 氏名 化楽 頑張郎

志望理由

８００字程度

☆提出日： 月 日のテクノサイエンスⅢの終了時，プリントアウトしたものを提出
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４．志望理由書について，文字としてワープロソフトで入力してまとめる。

【様式】１枚目

テクノサイエンスⅢ ～志望理由書①～

岡山県立玉島高等学校 ３年Ｒ組●●番 氏名 化楽 頑張郎

（１）志望校・学部・学科

●●大学 ●●学部 ●●学科

（２）志望校・学部・学科を知る

①アドミッション・ポリシー

◎ ●●～

◎ ●●●～

◎ ●●●～

②カリキュラム・ポリシー

◎ ●●～

◎ ●●●～

③ディプロマ・ポリシー

◎ ●●～

◎ ●●●～

【様式】２枚目

テクノサイエンスⅢ ～志望理由書②～

岡山県立玉島高等学校 ３年Ｒ組●●番 氏名 化楽 頑張郎

志望理由

８００字程度

☆提出日： 月 日のテクノサイエンスⅢの終了時，プリントアウトしたものを提出

テテククノノササイイエエンンススⅢⅢ

関連資料

（１）評価のためのルーブリック

（２）調査結果資料・分析グラフ
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（１）評価のためのルーブリック評価
理数科３年生　「テクノサイエンスⅢ」

活動における成果だけでなく，取組に注目して評価する。

Ⅰ．関心・意欲・態度 Ⅱ．思考・判断・表現 Ⅲ．技能 Ⅳ．知識・理解

評価資料 ○授業観察
○レポート
○志望理由書
○論文

○レポート
○志望理由書
○論文

○レポート
○志望理由書
○論文

（１） （２） （３） （４）
実習において，主体的
かつ計画的に研究を進
めようとしている。

ねらいや本質をよく見
抜いており，進路につ
なげる捉え方ができて
いる。

自分の表現したいこと
が，ＩＣＴ機器を用いて
表現できている。

レポート等の作成ルー
ルや構成を適切に守る
ことができている。

評価方針

必要な資料を事前に準備して，
与えられた時間の中で，意欲的
な態度で計画的に取り組むこと
ができているかに注目して評価
する。

テクノサイエンスⅡにおける研究
成果を客観的な事実と自分の
意見を明確にして捉えることが
できているかに注目して評価す
る。
または，諸活動を体験だけに終
わらせることなく，進路につなげ
ることを意識できているかに注目
して評価する。

文書作成ソフトや表計算ソフトを
用いて，自分の表現したいこと
を表現できているかに注目して
評価する。

レポート等の作成ルールや構成
を守ることができている。主語と
述語，修飾語と被修飾語の関係
がしっかりとしており，曖昧でなく
誤解がない文章ができているか
に注目して評価する。

Ａ
［３点］

 ･･･十分
満足でき

る

□必要な資料を準備し
て，与えられた時間の
中で，レポート等の作
製に取り組み，提出期
限内に提出することが
できている。

□テクノサイエンスⅡの
研究成果を，曖昧でなく
誤解がない文章で，客
観的な事実と自分の意
見を明確にできている。

□諸活動を体験で終わ
らせることなく，ねらい
を理解し進路につなげ
ることができている。

□文章に，標題を入れ
た図表や写真を適切に
挿入しレイアウトできて
いる。

□「序論」「本論」「結
論」といった構成がきっ
ちりとできている。

□主語と述語，修飾語
と被修飾語の関係が
しっかりとしており，よく
まとまった簡潔な文で
構成できている。

Ｂ
［２点］

 ･･･おおむ
ね満足で

きる

□提出期限までに提出
できない，または十分
な内容のレポートがで
きなかったが，与えられ
た時間の中でレポート
作成等に取り組むこと
ができている。

□テクノサイエンスⅡの
研究成果をまとめること
ができている。

□諸活動のねらいを理
解して，活動内容をまと
めることができている。

□文章に，図表や写真
を適切に挿入できてい
ないが，レイアウトでき
ている。

□「序論」「本論」「結
論」といった構成が，ほ
ぼできている。

□よくまとまった簡潔な
文で，ほぼ構成できて
いる。

Ｃ
［１点］

･･･努力を
要する

□取り組みに対する意
欲が低く，レポート等の
提出ができなかった。

□テクノサイエンスⅡの
研究成果をまとめること
ができていない。

□諸活動の内容をまと
めることができていな
い。

□文章を作成すること
ができていない。

□レポート等として相応
しい文章を書くことがで
きていない。

評価点

評価項目
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（２）事後アンケート結果（「テクノサイエンスⅢ」（平成 29年度入学生）） 

 
①：そう思う ②：ややそう思う ③：ややそう思わない ④：そう思わない 
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